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　はじめてのオンライン議会報告会おわりました。コロナ
禍で議会報告会を3回中止することになり、ご意見・ご提案
を戴く機会がなくなりました。何とかオンラインで開催でき
るようにと努めてきました。今回はお知らせが不十分でし
たが初めての私達にはちょうど良い規模だったかな…と。
今号でその様子をお伝えしていますが、次回はさらに多く
の方々と意見交換できるようになればと思っています。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（辻本）

編集後記
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オンライン議会報告会　アンケートから…

その他にこのような御意見もありました！

★今後も議会への関心を高めるために、

オンライン開催を増やして。

★各担当議員の説明は「議会だより」に

プラスまた補足するのみで十分と思う。

参加する人は「議会だより」を見ている

ので。

★質問だけでなく、前向きの意見（議会

のあり方、やり方…）等、積極的に集

めたらいいと思う。

【小中学校のタブレット授業について】
Ｑ　タブレット導入後の実施計画の進捗はどのようになっているのか。

Ａ　基本計画等の策定の準備を検討していると報告を受けています。

参加していただいた皆様ありがとうございました。

【災害時等要援護者支援事業について】
Ｑ　災害時等要援護者名簿に登録があった時から、要支援者について、見直しは
　　あっているのか。要支援者制度自体を見直すべきでは。

Ａ　コミュニティや自主防災組織との提携を進めていますが、課題として支援者
探しが難航しています。出前講座を進めると市から報告を受けています。
見直しは、所管に伝えて委員会で取り組んでいきます。

　　　　今後、会場開催と合わせて、リ
モート開催も行ったらいいのではないで
しょうか。

　　　　議員の方々に日ごろ思っている
ことを直接お伝え出来てよかったです。
こういう機会をもっと増やして頂けます
といいなと思います。

議員

議員



な
ぜ
購
入
で
は

な
く
、
賃
貸
借

契
約
に
な
っ
た
の
か
。

物
件
が
高
額
で

あ
り
、
支
出
の

平
準
化
を
図
る
た
め
５
年

間
の
賃
貸
借
契
約
と
し
た
。

本
格
的
な
校
舎

の
建
設
は
検
討

さ
れ
た
の
か
。
児
童
の
推

移
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し

た
の
か
。

事
業
費
な
ど
を

総
合
的
に
検
討

し
た
。
児
童
数
の
増
加
は
、

令
和
10
年
度
が
ピ
ー
ク
で

あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

筑
紫
小
学
校
は
敷
地
面
積

が
狭
く
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎

が
必
要
で
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
敷
地
の
有

効
活
用
も
検
討
で
き
る
こ

と
か
ら
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を

選
定
し
た
。空

調
機
器
、
ト

イ
レ
、
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
の
整
備
は
。

建
物
に
附
属

し
て
い
る
分

は
、
全
て
設
置
す
る
。

新型コロナウイルス感染症関連予算

※万単位で掲載しています。

総務市民常任委員会文教福祉常任委員会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
増
な
ど

令
和
3
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
8
号
）

概
要 全員一致

可決

全員一致

可決

　
介
護
給
付
等
事
業
と
し

て
２
億
８
９
３
４
万
円
、

生
活
保
護
事
業
と
し
て
２

億
１
７
５
４
万
円
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
予
算
と
し
て
感
染
症

対
策
継
続
支
援
事
業
９
７

０
０
万
円
な
ど
、
合
計
８

億
４
７
６
１
万
円
の
増
額

を
す
る
も
の
で
す
。

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
整
備
事

業
に
お
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
追
加
購
入
台
数
に
、

故
障
時
等
の
予
備
端
末
は

含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

今
後
の
児
童
生

徒
数
の
増
加
や

不
具
合
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
を
想
定
し
た
台
数
と

な
っ
て
い
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

子
育
て
世
代
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

　
　
早
期
支
給
に
向
け
て
追
加
提
案

御
笠
財
産
区
有
地

令
和
3
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
9
・
10
号
）

現
地
視
察

概
要

概
要

概
要

　　　
子
育
て
世
代
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
（
18
歳
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に

対
し
、
子
ど
も
１
人
あ
た

り
、
10
万
円
を
一
括
）
支

給
す
る
も
の
で
す
。

１
，
12
月
14
日
：
５
万
円

給
付
を
先
行
し
て
行
う
た

め
に
、
審
議
を
行
っ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
二
日
市

財
産
区
、
平
等
寺
山
財
産

区
を
含
む
市
内
の
財
産
区

に
つ
い
て
報
告
を
う
け
て

お
り
、
今
回
管
理
状
況
の

確
認
を
行
っ
た
。

２
，
12
月
17
日
：
５
万
円

を
追
加
し
て
、
一
括
し
て

現
金
10
万
円
支
給
す
る
た

め
に
、
審
議
を
行
っ
た
。

支
給
対
象
者
が

約
１
万
８
０
０

０
人
と
の
こ
と
だ
が
算
出

根
拠
は
。

市
内
の
18
歳
以

下
の
人
口
約
１

万
９
４
０
０
人
の
９
割
と
、

令
和
４
年
３
月
末
ま
で
に

出
生
す
る
で
あ
ろ
う
約
５

０
０
人
を
支
給
対
象
と
見

込
み
算
出
し
て
い
る
。

委
員
会
審
議
経
過

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

災
害
時
（
断
水
発
生
）
に
お
け
る

避
難
所
の
飲
料
水
、
生
活
用
水
確
保

所
管
事
務
調
査

概
要
　　

備
蓄
し
て
い
る
も
の
が
、

２
Ｌ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
９

６
０
本
、
１
９
２
０
Ｌ
。

一
時
避
難
所
に
こ
れ
を
18

本
ず
つ
配
置
し
、
残
り
は

備
蓄
倉
庫
に
て
保
管
し
て

い
る
。
次
に
、
給
水
に
よ

る
配
水
を
行
う
た
め
の
タ

ン
ク
と
し
て
１
０
０
０
Ｌ

タ
ン
ク
を
１
基
、
５
０
０

Ｌ
タ
ン
ク
と
２
０
０
Ｌ
タ

ン
ク
を
そ
れ
ぞ
れ
１
０
基
、

５
Ｌ
の
給
水
袋
を
１
０
０

０
枚
、
合
計
１
万
３
０
０

０
Ｌ
の
配
水
が
可
能
。
協

定
に
よ
っ
て
飲
料
水
の
調

達
供
給
を
受
け
ら
れ
る
相

手
先
が
３
者
あ
る
。
ま
た
、

災
害
対
応
の
自
販
機
を
市

庁
舎
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
に
そ
れ
ぞ
れ
合
計
３
台

置
い
て
い
る
。

水
は
、
ど
れ
ぐ

ら
い
も
つ
の
か
。

避
難
所
の
タ
ン
ク
の
内
訳

は
。

避
難
者
の
最
大

想
定
で
あ
る
警

固
断
層
に
お
け
る
地
震
発

生
時
３
８
９
７
名
に
１
日

３
Ｌ
程
度
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
に
備
え
て
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
給
水
タ
ン
ク

を
準
備
し
て
い
る
。
タ
ン

ク
に
つ
い
て
は
、
上
下
水

道
の
施
設
の
中
に
保
管
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
に
配
置
は
し
て
い
な
い
。

給
水
タ
ン
ク
１

万
３
０
０
０
Ｌ

分
、
こ
の
水
を
ど
こ
か
ら

手
に
入
れ
る
予
定
か
。

主
な
も
の
は
常

松
浄
水
場
か
ら

配
水
す
る
予
定
で
あ
る
。

浄
水
場
の
稼
働

が
前
提
か
。

一
斉
に
水
が
止

ま
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
現
時
点
で
は

そ
の
よ
う
に
想
定
を
し
て

い
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

障がい者支援の福祉活動追加支援事業

放課後児童クラブ空調機器整備事業

小中学校ＩＣＴ環境整備事業

小中学校教育活動継続支援事業

感染症対策継続支援事業
（県が定めるステッカー、
マークを取得した事業者）

９７００万円

８８万円

１３１３万円

５３９万円

２７０万円

小児の接種について

接種開始日

対象者

ワクチンの種類

早ければ令和4年2月から接種を
開始する可能性

5歳以上11歳以下の人(約7200人)

ファイザー社(小児用)

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

財
産（
建
物
）の
取
得

概
要 全員一致

可決

　
筑
紫
小
学
校
の
児
童
数

の
増
加
に
伴
い
、
「
筑
紫

小
学
校
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
等

一
式
」
を
、
指
名
競
争
入

札
１
億
９
８
０
０
万
円
で

取
得
す
る
も
の
で
す
。

　
校
舎
建
設
期
間
が
令
和

４
年
12
月
31
日
ま
で
、
賃

貸
借
期
間
が
令
和
５
年
１

月
１
日
か
ら
令
和
９
年
12

月
31
日
ま
で
。
５
年
間
の

賃
貸
借
期
間
終
了
後
に
市

へ
の
無
償
譲
渡
が
前
提
の

契
約
と
な
り
ま
す
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

議
員

所
管
事
務
調
査

　

学
習
指
導
等
に
お
け

る
主
な
活
用
状
況

■
写
真
や
動
画
を
撮
る

植
物
の
成
長
を
記
録
す
る

■
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
想

定
し
た
取
り
組
み

■
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
使
っ

て
自
分
の
考
え
を
表
現
し
、

伝
え
る
。

■
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
行
事
の
実
施

ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
生
徒

会
役
員
選
挙
。

■
保
護
者
へ
の
発
信

参
観
の
配
信
や
、
自
然
教

室
や
修
学
旅
行
の
様
子
を

発
信
す
る
。

※

各
学
校
別
の
取
組
状
況

は
、
年
度
末
に
調
査
を
行

う
予
定
で
す
。

学
校
の
役
割

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授

業
の
実
施

校
内
研
修
・
授
業
研
究
な

ど
日
々
の
研
鑽
に
よ
り
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
を
実
現
す
る
。

教
育
委
員
会
の
役
割

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
等

機
器
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
等
の

整
備
や
機
器
等
の
設
定
・

操
作
説
明
等
。

■
教
職
員
の
資
質
向
上
等

Ｉ
Ｃ
Ｔ
運
用
に
係
る
基
本

方
針
の
策
定
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
た
め
の
連
携
会
議
の

開
催
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る

研
修
の
実
施
等
。

「
実
施
計
画
」

は
な
い
が
、

「
福
岡
県
学
校
教
育
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
推
進
計
画
」
に
基
づ

く
方
針
か
。そ

の
方
針
に
沿

う
。
市
で
計
画

策
定
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。

県
の
計
画
の
中

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
は
、
国
と
同
様
に
４
校

に
１
人
の
割
合
で
配
置
す

る
と
し
て
い
る
が
、
見
解

は
。

他
市
の
状
況
を

調
査
し
な
が
ら
、

研
究
を
進
め
て
い
る
。

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
進
捗
は

所
管
事
務
報
告
（
12
月
８
日
時
点
の
報
告
。
変
更
の
予
定
有
）

12
歳
か
ら
17
歳

の
接
種
は
。

３
回
目
の
接
種

は
、
現
在
対
象

で
は
な
い
。小

児
の
接
種
に

関
し
、
学
校
の

中
で
も
差
別
や
い
じ
め
等

に
繋
が
ら
な
い
よ
う
な
啓

発
や
対
策
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
接
種
券
に
同

封
す
る
チ
ラ
シ
等
で
啓
発

す
る
。
現
段
階
で
は
、
学

校
で
の
集
団
接
種
は
、
考

え
て
い
な
い
。
医
師
会
と

協
議
し
、
個
別
接
種
等
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

※詳細は、5歳以上11歳以下の者の感染状況、諸外
国の対応状況及び小児 に対するワクチンの有効性
・安全性を整理した上で、国が決定

事業概要
接種開始日令和３年

１２/１（３回目接種開始）

医療従事者等（約2800人）
医療従事者等以外（約77,500人）

※2回目接種から8カ月経過した者から順次接種

１２月 1月
令和４年
2月 3月

対象者

令和３年１２月１日
18歳以上でワクチン2回目接種を完
了し、原則8カ月経過した人

接種券の
発送

2回目接種から8カ月経過するタイミ
ングで到達するよう対象者に順次発送

ワクチンの種類
現時点ではファイザー社
※今後の薬事承認等の状況を踏まえ、使用
　するワクチンは追加される可能性あり。

スケジュール（１２月８日時点）

位置図（案）
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な
ぜ
購
入
で
は

な
く
、
賃
貸
借

契
約
に
な
っ
た
の
か
。

物
件
が
高
額
で

あ
り
、
支
出
の

平
準
化
を
図
る
た
め
５
年

間
の
賃
貸
借
契
約
と
し
た
。

本
格
的
な
校
舎

の
建
設
は
検
討

さ
れ
た
の
か
。
児
童
の
推

移
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し

た
の
か
。

事
業
費
な
ど
を

総
合
的
に
検
討

し
た
。
児
童
数
の
増
加
は
、

令
和
10
年
度
が
ピ
ー
ク
で

あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

筑
紫
小
学
校
は
敷
地
面
積

が
狭
く
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎

が
必
要
で
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
敷
地
の
有

効
活
用
も
検
討
で
き
る
こ

と
か
ら
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を

選
定
し
た
。空

調
機
器
、
ト

イ
レ
、
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
の
整
備
は
。

建
物
に
附
属

し
て
い
る
分

は
、
全
て
設
置
す
る
。

新型コロナウイルス感染症関連予算

※万単位で掲載しています。

総務市民常任委員会文教福祉常任委員会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
増
な
ど

令
和
3
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
8
号
）

概
要 全員一致

可決

全員一致

可決

　
介
護
給
付
等
事
業
と
し

て
２
億
８
９
３
４
万
円
、

生
活
保
護
事
業
と
し
て
２

億
１
７
５
４
万
円
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
予
算
と
し
て
感
染
症

対
策
継
続
支
援
事
業
９
７

０
０
万
円
な
ど
、
合
計
８

億
４
７
６
１
万
円
の
増
額

を
す
る
も
の
で
す
。

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
整
備
事

業
に
お
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
追
加
購
入
台
数
に
、

故
障
時
等
の
予
備
端
末
は

含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

今
後
の
児
童
生

徒
数
の
増
加
や

不
具
合
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
を
想
定
し
た
台
数
と

な
っ
て
い
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

子
育
て
世
代
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

　
　
早
期
支
給
に
向
け
て
追
加
提
案

御
笠
財
産
区
有
地

令
和
3
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
9
・
10
号
）

現
地
視
察

概
要

概
要

概
要

　　　
子
育
て
世
代
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
（
18
歳
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に

対
し
、
子
ど
も
１
人
あ
た

り
、
10
万
円
を
一
括
）
支

給
す
る
も
の
で
す
。

１
，
12
月
14
日
：
５
万
円

給
付
を
先
行
し
て
行
う
た

め
に
、
審
議
を
行
っ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
二
日
市

財
産
区
、
平
等
寺
山
財
産

区
を
含
む
市
内
の
財
産
区

に
つ
い
て
報
告
を
う
け
て

お
り
、
今
回
管
理
状
況
の

確
認
を
行
っ
た
。

２
，
12
月
17
日
：
５
万
円

を
追
加
し
て
、
一
括
し
て

現
金
10
万
円
支
給
す
る
た

め
に
、
審
議
を
行
っ
た
。

支
給
対
象
者
が

約
１
万
８
０
０

０
人
と
の
こ
と
だ
が
算
出

根
拠
は
。

市
内
の
18
歳
以

下
の
人
口
約
１

万
９
４
０
０
人
の
９
割
と
、

令
和
４
年
３
月
末
ま
で
に

出
生
す
る
で
あ
ろ
う
約
５

０
０
人
を
支
給
対
象
と
見

込
み
算
出
し
て
い
る
。

委
員
会
審
議
経
過

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

災
害
時
（
断
水
発
生
）
に
お
け
る

避
難
所
の
飲
料
水
、
生
活
用
水
確
保

所
管
事
務
調
査

概
要
　　

備
蓄
し
て
い
る
も
の
が
、

２
Ｌ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
９

６
０
本
、
１
９
２
０
Ｌ
。

一
時
避
難
所
に
こ
れ
を
18

本
ず
つ
配
置
し
、
残
り
は

備
蓄
倉
庫
に
て
保
管
し
て

い
る
。
次
に
、
給
水
に
よ

る
配
水
を
行
う
た
め
の
タ

ン
ク
と
し
て
１
０
０
０
Ｌ

タ
ン
ク
を
１
基
、
５
０
０

Ｌ
タ
ン
ク
と
２
０
０
Ｌ
タ

ン
ク
を
そ
れ
ぞ
れ
１
０
基
、

５
Ｌ
の
給
水
袋
を
１
０
０

０
枚
、
合
計
１
万
３
０
０

０
Ｌ
の
配
水
が
可
能
。
協

定
に
よ
っ
て
飲
料
水
の
調

達
供
給
を
受
け
ら
れ
る
相

手
先
が
３
者
あ
る
。
ま
た
、

災
害
対
応
の
自
販
機
を
市

庁
舎
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
に
そ
れ
ぞ
れ
合
計
３
台

置
い
て
い
る
。

水
は
、
ど
れ
ぐ

ら
い
も
つ
の
か
。

避
難
所
の
タ
ン
ク
の
内
訳

は
。

避
難
者
の
最
大

想
定
で
あ
る
警

固
断
層
に
お
け
る
地
震
発

生
時
３
８
９
７
名
に
１
日

３
Ｌ
程
度
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
に
備
え
て
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
給
水
タ
ン
ク

を
準
備
し
て
い
る
。
タ
ン

ク
に
つ
い
て
は
、
上
下
水

道
の
施
設
の
中
に
保
管
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
に
配
置
は
し
て
い
な
い
。

給
水
タ
ン
ク
１

万
３
０
０
０
Ｌ

分
、
こ
の
水
を
ど
こ
か
ら

手
に
入
れ
る
予
定
か
。

主
な
も
の
は
常

松
浄
水
場
か
ら

配
水
す
る
予
定
で
あ
る
。

浄
水
場
の
稼
働

が
前
提
か
。

一
斉
に
水
が
止

ま
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
現
時
点
で
は

そ
の
よ
う
に
想
定
を
し
て

い
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

障がい者支援の福祉活動追加支援事業

放課後児童クラブ空調機器整備事業

小中学校ＩＣＴ環境整備事業

小中学校教育活動継続支援事業

感染症対策継続支援事業
（県が定めるステッカー、
マークを取得した事業者）

９７００万円

８８万円

１３１３万円

５３９万円

２７０万円

小児の接種について

接種開始日

対象者

ワクチンの種類

早ければ令和4年2月から接種を
開始する可能性

5歳以上11歳以下の人(約7200人)

ファイザー社(小児用)

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

財
産（
建
物
）の
取
得

概
要 全員一致

可決

　
筑
紫
小
学
校
の
児
童
数

の
増
加
に
伴
い
、
「
筑
紫

小
学
校
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
等

一
式
」
を
、
指
名
競
争
入

札
１
億
９
８
０
０
万
円
で

取
得
す
る
も
の
で
す
。

　
校
舎
建
設
期
間
が
令
和

４
年
12
月
31
日
ま
で
、
賃

貸
借
期
間
が
令
和
５
年
１

月
１
日
か
ら
令
和
９
年
12

月
31
日
ま
で
。
５
年
間
の

賃
貸
借
期
間
終
了
後
に
市

へ
の
無
償
譲
渡
が
前
提
の

契
約
と
な
り
ま
す
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

議
員

所
管
事
務
調
査

　

学
習
指
導
等
に
お
け

る
主
な
活
用
状
況

■
写
真
や
動
画
を
撮
る

植
物
の
成
長
を
記
録
す
る

■
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
想

定
し
た
取
り
組
み

■
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
使
っ

て
自
分
の
考
え
を
表
現
し
、

伝
え
る
。

■
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
行
事
の
実
施

ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
生
徒

会
役
員
選
挙
。

■
保
護
者
へ
の
発
信

参
観
の
配
信
や
、
自
然
教

室
や
修
学
旅
行
の
様
子
を

発
信
す
る
。

※

各
学
校
別
の
取
組
状
況

は
、
年
度
末
に
調
査
を
行

う
予
定
で
す
。

学
校
の
役
割

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授

業
の
実
施

校
内
研
修
・
授
業
研
究
な

ど
日
々
の
研
鑽
に
よ
り
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
を
実
現
す
る
。

教
育
委
員
会
の
役
割

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
等

機
器
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
等
の

整
備
や
機
器
等
の
設
定
・

操
作
説
明
等
。

■
教
職
員
の
資
質
向
上
等

Ｉ
Ｃ
Ｔ
運
用
に
係
る
基
本

方
針
の
策
定
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
た
め
の
連
携
会
議
の

開
催
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る

研
修
の
実
施
等
。

「
実
施
計
画
」

は
な
い
が
、

「
福
岡
県
学
校
教
育
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
推
進
計
画
」
に
基
づ

く
方
針
か
。そ

の
方
針
に
沿

う
。
市
で
計
画

策
定
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。

県
の
計
画
の
中

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
は
、
国
と
同
様
に
４
校

に
１
人
の
割
合
で
配
置
す

る
と
し
て
い
る
が
、
見
解

は
。

他
市
の
状
況
を

調
査
し
な
が
ら
、

研
究
を
進
め
て
い
る
。

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
進
捗
は

所
管
事
務
報
告
（
12
月
８
日
時
点
の
報
告
。
変
更
の
予
定
有
）

12
歳
か
ら
17
歳

の
接
種
は
。

３
回
目
の
接
種

は
、
現
在
対
象

で
は
な
い
。小

児
の
接
種
に

関
し
、
学
校
の

中
で
も
差
別
や
い
じ
め
等

に
繋
が
ら
な
い
よ
う
な
啓

発
や
対
策
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
接
種
券
に
同

封
す
る
チ
ラ
シ
等
で
啓
発

す
る
。
現
段
階
で
は
、
学

校
で
の
集
団
接
種
は
、
考

え
て
い
な
い
。
医
師
会
と

協
議
し
、
個
別
接
種
等
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

※詳細は、5歳以上11歳以下の者の感染状況、諸外
国の対応状況及び小児 に対するワクチンの有効性
・安全性を整理した上で、国が決定

事業概要
接種開始日令和３年

１２/１（３回目接種開始）

医療従事者等（約2800人）
医療従事者等以外（約77,500人）

※2回目接種から8カ月経過した者から順次接種

１２月 1月
令和４年
2月 3月

対象者

令和３年１２月１日
18歳以上でワクチン2回目接種を完
了し、原則8カ月経過した人

接種券の
発送

2回目接種から8カ月経過するタイミ
ングで到達するよう対象者に順次発送

ワクチンの種類
現時点ではファイザー社
※今後の薬事承認等の状況を踏まえ、使用
　するワクチンは追加される可能性あり。

スケジュール（１２月８日時点）

位置図（案）
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日 月 火 水 木 金 土

27 28 3/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

22 23 24 25 262/20 21

建設環境常任委員会
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
側
乗
降
口
の
現
状
は

概
要

所
管
事
務
報
告

筑
紫
小
学
校
南
側
の
り
面
工
事
及
び

　
　
　
　
　
　   

山
口
川
災
害
復
旧
工
事（
県
事
業
）視
察

現
地
視
察

①
筑
紫
小
学
校
南
側

　の
り
面
工
事

　
の
り
面
の
崖
崩
れ
防
止

の
た
め
の
工
事
で
す
。
雑

木
林
伐
採
、
整
地
を
経
て
、

の
り
面
補
強
の
た
め
の
鉄

筋
を
挿
入
し
、
モ
ル
タ
ル

の
吹
き
付
け
を
行
い
、
今

年
度
中
の
工
事
完
了
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
児
童
の
安
全
が
確
保
さ

れ
、
安
心
し
て
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

②
山
口
川
災
害
復
旧
工
事

　
福
岡
県
の
事
業
で
は
あ

り
ま
す
が
、
被
害
が
大
き

く
、
市
民
の
心
配
の
声
も

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
の
で
復
旧
事
業
の
状
況

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
現
場
を
見
な
が
ら
説
明

を
受
け
、
３
年
前
の
被
害

復
旧
工
事
現
場
に
接
す
る

下
流
で
、
流
れ
が
カ
ー
ブ

し
水
の
力
が
大
き
く
か
か

る
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら

被
害
が
甚
大
で
し
た
。

　
復
旧
工
事
は
完
成
に
近

く
、
護
岸
工
事
は
、
越
水

を
防
ぐ
堤
防
が
地
上
80
㎝

の
高
さ
に
設
置
さ
れ
、
ま

た
、
川
底
に
は
ネ
ッ
ト
に

入
っ
た
石
を
置
い
て
水
の

力
を
分
散
さ
せ
る
対
策
も

と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

工事前工事後

・筑紫野市教育委員会委員の任命について
　　　　　　　　　　　　　潮見　眞千子氏

・財産（建物）の取得について

・教育予算の拡充等に関する請願

請　　願・・・・ １件（採択）

１件（原案可決）

陳　　情・・・・ １件
議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

12月定例会 審議結果 （12月１日～12月17日）

条　　例・・・・ ４件（原案可決）

人事案件・・・・ １件（同意） そ の 他・・・・

・教育予算の拡充等を求める意見書について

発　　議・・・・ １件（原案可決）

１０件（原案可決）補正予算・・・

概
要

　　
乗
降
口
建
築
工
事
に
影

響
し
な
い
範
囲
で
現
在
、

舗
装
路
盤
の
整
備
及
び
縁

石
、
側
溝
等
の
設
置
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
く
で
き
る
乗
降
口

が
Ｊ
Ｒ
の
跨
線
橋
に
つ
な

が
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
駅
構
内

に
お
い
て
、
跨
線
橋
の
補

強
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

乗
降
口
、
線
路
敷
内
の
電

気
関
係
の
移
設
等
に
お
い

て
も
、
順
次
進
め
ま
す
。

　
乗
降
口
が
立
ち
上
が
り
、

足
場
や
囲
い
が
撤
去
さ
れ

て
か
ら
、
駅
前
広
場
の
残

り
の
工
事
に
着
手
し
て
い

く
予
定
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

キ
ン
グ
は
白
杖

使
用
者
に
は
障
害
に
な
る

と
聞
い
て
い
る
。
歩
道
の

路
面
は
舗
装
か
。

カ
ラ
ー
舗
装
を

考
え
て
い
る
。

西
側
乗
降
口
と

な
っ
て
い
る
が
、

自
由
通
路
に
で
き
な
い
理

由
は
。

自
由
通
路
は
現

在
も
都
市
計
画

決
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、

駅
前
広
場
で
文
化
財
が
出

土
、
あ
る
い
は
様
々
な
補

償
の
問
題
が
残
り
、
建
設

は
困
難
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
た
。
平
成
29
年
、
市
民

か
ら
の
強
い
要
望
、
多
く

の
署
名
を
い
た
だ
き
、
市

議
会
と
市
、
市
民
団
体
で
、

乗
降
口
の
要
望
活
動
を
進

め
た
経
緯
と
な
っ
て
い
る
。

西
口
設
置
に
当

た
っ
て
の
東
口

と
西
口
と
の
交
通
量
バ
ラ

ン
ス
予
測
は
し
て
い
る
か
。

東
口
６
割
、
西

口
４
割
に
分
散

す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

跨線橋の補強工事個所 インターロッキングブロック舗装

委
員
会
で
の
質
疑

議
員

執
行
部

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問

一般質問
本会議
最終日

本会議
初日

代表質問 常任委員会 

常任委員会 常任委員会 

常任委員会 

予算審査
特別委員会

本会議
予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会

令和４年 ３月定例会

・本会議は原則として午前１０時に開かれます。
※変更となる場合があります。

こ
せ
ん
き
ょ
う
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日 月 火 水 木 金 土

27 28 3/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

22 23 24 25 262/20 21

建設環境常任委員会
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
側
乗
降
口
の
現
状
は

概
要

所
管
事
務
報
告

筑
紫
小
学
校
南
側
の
り
面
工
事
及
び

　
　
　
　
　
　   

山
口
川
災
害
復
旧
工
事（
県
事
業
）視
察

現
地
視
察

①
筑
紫
小
学
校
南
側

　の
り
面
工
事

　
の
り
面
の
崖
崩
れ
防
止
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た
め
の
工
事
で
す
。
雑

木
林
伐
採
、
整
地
を
経
て
、

の
り
面
補
強
の
た
め
の
鉄

筋
を
挿
入
し
、
モ
ル
タ
ル

の
吹
き
付
け
を
行
い
、
今

年
度
中
の
工
事
完
了
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
児
童
の
安
全
が
確
保
さ

れ
、
安
心
し
て
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

②
山
口
川
災
害
復
旧
工
事
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岡
県
の
事
業
で
は
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ま
す
が
、
被
害
が
大
き

く
、
市
民
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心
配
の
声
も

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
の
で
復
旧
事
業
の
状
況

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
現
場
を
見
な
が
ら
説
明

を
受
け
、
３
年
前
の
被
害

復
旧
工
事
現
場
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す
る
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流
で
、
流
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が
カ
ー
ブ
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水
の
力
が
大
き
く
か
か

る
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら

被
害
が
甚
大
で
し
た
。

　
復
旧
工
事
は
完
成
に
近

く
、
護
岸
工
事
は
、
越
水

を
防
ぐ
堤
防
が
地
上
80
㎝

の
高
さ
に
設
置
さ
れ
、
ま

た
、
川
底
に
は
ネ
ッ
ト
に

入
っ
た
石
を
置
い
て
水
の

力
を
分
散
さ
せ
る
対
策
も

と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
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　　　　　　　　　　　　　潮見　眞千子氏
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概
要

　　
乗
降
口
建
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工
事
に
影

響
し
な
い
範
囲
で
現
在
、

舗
装
路
盤
の
整
備
及
び
縁

石
、
側
溝
等
の
設
置
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
く
で
き
る
乗
降
口

が
Ｊ
Ｒ
の
跨
線
橋
に
つ
な

が
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
駅
構
内

に
お
い
て
、
跨
線
橋
の
補

強
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

乗
降
口
、
線
路
敷
内
の
電

気
関
係
の
移
設
等
に
お
い

て
も
、
順
次
進
め
ま
す
。

　
乗
降
口
が
立
ち
上
が
り
、

足
場
や
囲
い
が
撤
去
さ
れ

て
か
ら
、
駅
前
広
場
の
残

り
の
工
事
に
着
手
し
て
い

く
予
定
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

キ
ン
グ
は
白
杖

使
用
者
に
は
障
害
に
な
る

と
聞
い
て
い
る
。
歩
道
の

路
面
は
舗
装
か
。

カ
ラ
ー
舗
装
を

考
え
て
い
る
。

西
側
乗
降
口
と

な
っ
て
い
る
が
、

自
由
通
路
に
で
き
な
い
理

由
は
。

自
由
通
路
は
現

在
も
都
市
計
画

決
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、

駅
前
広
場
で
文
化
財
が
出

土
、
あ
る
い
は
様
々
な
補

償
の
問
題
が
残
り
、
建
設

は
困
難
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
た
。
平
成
29
年
、
市
民

か
ら
の
強
い
要
望
、
多
く

の
署
名
を
い
た
だ
き
、
市

議
会
と
市
、
市
民
団
体
で
、

乗
降
口
の
要
望
活
動
を
進
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た
経
緯
と
な
っ
て
い
る
。

西
口
設
置
に
当

た
っ
て
の
東
口

と
西
口
と
の
交
通
量
バ
ラ

ン
ス
予
測
は
し
て
い
る
か
。

東
口
６
割
、
西

口
４
割
に
分
散

す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
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平嶋 正一
（つくし野）

筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

山家宿郡屋土蔵
（詳細は10ページに掲載しています。） 【写真は筑紫野市歴史博物館所蔵】

質 問 題 目   一 覧

12月定例会の一般質問では、市政について７人の議員が14題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

①中山間地域の交通事情について 
②令和２年度小中学校トイレ改修工事の入札執行に
　ついて

①生活交通対策について
②デジタル格差解消に向けた無料スマホ講習会に
　ついて

■ 平嶋　正一　議員

①新型コロナ後遺症について
■ 坂口　勝彦　議員

■ 山本　加奈子　議員

①コロナ禍における少子化対策について
②警固断層帯に起因する大規模地震等の対策に
　ついて

①市内全小中学校でのタブレット学習について
②ヤングケアラー支援について

■ 前田　倫宏　議員

①新型コロナワクチンの接種証明書（ワクチン
　パスポート）の取組について　　　　　　
②学校部活動の外部指導員の導入について　　　　　　　
③外国人の住民投票権について
④成長と分配について

■ 田中　允　議員

■ 段下　季一郎　議員

①防災・減災について
■ 宮﨑　吉弘　議員

議
員
　
平
成
28
年
に
計
画

期
間
４
年
で
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
を
策
定
し

た
が
現
状
の
課
題
は
。

企
画
政
策
部
長
　
公
共
交

通
空
白
・
不
便
地
域
の
更

な
る
解
消
や
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
バ
ス
利
用
者
の
減

少
等
で
あ
る
。

議
員
　
公
共
交
通
空
白
・

不
便
地
域
を
解
消
す
る
為
、

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
検
討

が
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
民
間
交

通
事
業
者
と
の
競
合
関
係

の
調
整
等
課
題
は
あ
る
が
、

他
自
治
体
に
お
け
る
導
入

事
例
を
調
査
研
究
し
て
い

く
。

議
員
　
千
葉
県
市
原
市
は

「
交
通
空
白
地
対
策
デ
マ

ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
導

入
の
手
引
き
」
を
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
。
横
浜
市
の
地
域
交

通
サ
ポ
ー
ト
事
業
も
ア
ン

ケ
ー
ト
の
印
刷
・
集
計
・

分
析
は
市
の
役
割
、
配

布
・
回
収
は
地
域
と
役
割

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
が
。

企
画
政
策
部
長
　
地
域
に

よ
っ
て
は
市
も
関
わ
り
新

た
な
移
動
手
段
確
保
の
取

組
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

地
域
の
実
情
や
特
性
を
踏

ま
え
た
提
案
を
行
い
問
題

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
　
国
が
作
成
し
た
高

齢
者
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
の
制
度
・
事
業

モ
デ
ル
「
許
可
・
登
録
を

要
し
な
い
輸
送
」
は
、
自

家
用
車
使
用
可
能
で
、
要

し
た
燃
料
代
、
道
路
通
行

料
及
び
駐
車
場
代
は
利
用

者
か
ら
受
領
可
能
。
市
町

村
か
ら
車
両
の
購
入
費
や

維
持
管
理
費
の
補
助
を
受

け
る
事
は
可
能
だ
が
人
件

費
に
は
使
え
な
い
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
支
援
出
来
る
の

か
。

企
画
政
策
部
長
　
所
管
官

庁
や
既
存
交
通
事
業
者
と

の
調
整
を
含
め
た
包
括
的

な
検
討
が
必
要
な
の
で
、

個
々
の
事
例
に
合
わ
せ
支

援
を
行
う
。

デ
ジ
タ
ル
格
差
解
消

議
員
　
国
は
「
デ
ジ
タ
ル

活
用
推
進
事
業
」
を
開
始

し
た
。
当
市
も
３
店
舗
で

行
っ
て
い
る
が
周
知
等
は
。

企
画
政
策
部
長
　
好
評
を

博
し
て
い
る
の
で
周
知
に

努
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
身
近
な
公
民
館
等

で
も
開
催
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
等
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
使
用
方
法
等

の
講
座
の
開
催
や
、
自
治

公
民
館
へ
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
国
の

支
援
事
業
の
活
用
を
含
め
、

情
報
格
差
の
解
消
に
努
め

て
い
き
た
い
。

議
員
　
御
笠
地
区
中
山
間

地
域
で
は
、
平
成
31
年
３

月
に
路
線
バ
ス
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
筑
紫

野
中
学
校
へ
の
バ
ス
通
学

が
出
来
な
く
な
っ
た
。

　
現
在
は
通
学
対
象
者
が

い
な
い
が
、
令
和
５
年
度

か
ら
は
、
現
在
の
小
学
５

年
生
が
対
象
と
な
る
た
め
、

現
在
運
行
さ
れ
て
い
る
御

笠
自
治
会
バ
ス
を
中
学
生

が
通
学
用
に
利
用
可
能
に

で
き
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
御
笠
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ご
意
見
を

伺
い
必
要
に
応
じ
、
検
討

を
進
め
た
い
。

議
員
　
平
成
30
年
当
時
は

西
鉄
の
路
線
バ
ス
の
み
が

市
内
の
主
要
な
交
通
網
で

あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
御
笠

自
治
会
バ
ス
、
カ
ミ
ー
リ

ヤ
バ
ス
も
市
内
の
重
要
な

交
通
網
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
結
び

つ
け
る
交
通
結
節
バ
ス
停

（
吉
木
入
口
・
針
摺
東
）

は
、
新
た
な
交
通
施
策
を

推
進
す
る
上
で
必
要
な
バ

ス
停
で
あ
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
バ
ス
停
の
環
境
整
備

を
進
め
る
べ
き
で
は
。

企
画
政
策
部
長
　
国
が
定

め
る
占
用
許
可
基
準
に
よ

り
、
現
時
点
で
直
ち
に
整

備
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

市
内
に
本
社
を
有
す

る
企
業
の
指
名
を

議
員
　
小
中
学
校
ト
イ
レ

改
修
工
事
以
外
の
令
和
２

年
度
に
発
注
さ
れ
た
建
築

工
事
は
11
件
。
指
名
対
象

は
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
指

名
さ
れ
た
14
業
者
が
対
象

と
な
り
、
ト
イ
レ
改
修
工

事
に
指
名
に
な
ら
な
か
っ

た
、
市
内
に
本
社
を
有
す

る
５
社
が
一
度
も
指
名
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
の

案
件
に
は
５
０
０
万
円
以

下
の
比
較
的
安
価
な
工
事

も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の

工
事
案
件
に
も
、
こ
れ
ら

５
社
を
指
名
か
ら
は
ず
さ

れ
た
理
由
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
業
者
選
定
に

あ
た
っ
て
は
要
網
の
規
定

に
基
づ
き
、
工
事
の
案
件

ご
と
に
、
総
合
的
に
考
慮

し
、
指
名
選
定
委
員
会
で

選
定
を
行
っ
た
結
果
で
あ

る
。

中
学
生
通
学
バ
ス
の
復
活
を

検
討
を
進
め
る

交
通
空
白
・
不
便
地
域
の
解
消
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
性
を
踏
ま
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

提
案
を
行
う

山本 加奈子
（公明党）

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員
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平嶋 正一
（つくし野）

筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

山家宿郡屋土蔵
（詳細は10ページに掲載しています。） 【写真は筑紫野市歴史博物館所蔵】

質 問 題 目   一 覧

12月定例会の一般質問では、市政について７人の議員が14題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

①中山間地域の交通事情について 
②令和２年度小中学校トイレ改修工事の入札執行に
　ついて

①生活交通対策について
②デジタル格差解消に向けた無料スマホ講習会に
　ついて

■ 平嶋　正一　議員

①新型コロナ後遺症について
■ 坂口　勝彦　議員

■ 山本　加奈子　議員

①コロナ禍における少子化対策について
②警固断層帯に起因する大規模地震等の対策に
　ついて

①市内全小中学校でのタブレット学習について
②ヤングケアラー支援について

■ 前田　倫宏　議員

①新型コロナワクチンの接種証明書（ワクチン
　パスポート）の取組について　　　　　　
②学校部活動の外部指導員の導入について　　　　　　　
③外国人の住民投票権について
④成長と分配について

■ 田中　允　議員

■ 段下　季一郎　議員

①防災・減災について
■ 宮﨑　吉弘　議員

議
員
　
平
成
28
年
に
計
画

期
間
４
年
で
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
を
策
定
し

た
が
現
状
の
課
題
は
。

企
画
政
策
部
長
　
公
共
交

通
空
白
・
不
便
地
域
の
更

な
る
解
消
や
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
バ
ス
利
用
者
の
減

少
等
で
あ
る
。

議
員
　
公
共
交
通
空
白
・

不
便
地
域
を
解
消
す
る
為
、

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
検
討

が
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
民
間
交

通
事
業
者
と
の
競
合
関
係

の
調
整
等
課
題
は
あ
る
が
、

他
自
治
体
に
お
け
る
導
入

事
例
を
調
査
研
究
し
て
い

く
。

議
員
　
千
葉
県
市
原
市
は

「
交
通
空
白
地
対
策
デ
マ

ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
導

入
の
手
引
き
」
を
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
。
横
浜
市
の
地
域
交

通
サ
ポ
ー
ト
事
業
も
ア
ン

ケ
ー
ト
の
印
刷
・
集
計
・

分
析
は
市
の
役
割
、
配

布
・
回
収
は
地
域
と
役
割

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
が
。

企
画
政
策
部
長
　
地
域
に

よ
っ
て
は
市
も
関
わ
り
新

た
な
移
動
手
段
確
保
の
取

組
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

地
域
の
実
情
や
特
性
を
踏

ま
え
た
提
案
を
行
い
問
題

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
　
国
が
作
成
し
た
高

齢
者
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
の
制
度
・
事
業

モ
デ
ル
「
許
可
・
登
録
を

要
し
な
い
輸
送
」
は
、
自

家
用
車
使
用
可
能
で
、
要

し
た
燃
料
代
、
道
路
通
行

料
及
び
駐
車
場
代
は
利
用

者
か
ら
受
領
可
能
。
市
町

村
か
ら
車
両
の
購
入
費
や

維
持
管
理
費
の
補
助
を
受

け
る
事
は
可
能
だ
が
人
件

費
に
は
使
え
な
い
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
支
援
出
来
る
の

か
。

企
画
政
策
部
長
　
所
管
官

庁
や
既
存
交
通
事
業
者
と

の
調
整
を
含
め
た
包
括
的

な
検
討
が
必
要
な
の
で
、

個
々
の
事
例
に
合
わ
せ
支

援
を
行
う
。

デ
ジ
タ
ル
格
差
解
消

議
員
　
国
は
「
デ
ジ
タ
ル

活
用
推
進
事
業
」
を
開
始

し
た
。
当
市
も
３
店
舗
で

行
っ
て
い
る
が
周
知
等
は
。

企
画
政
策
部
長
　
好
評
を

博
し
て
い
る
の
で
周
知
に

努
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
身
近
な
公
民
館
等

で
も
開
催
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
等
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
使
用
方
法
等

の
講
座
の
開
催
や
、
自
治

公
民
館
へ
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
国
の

支
援
事
業
の
活
用
を
含
め
、

情
報
格
差
の
解
消
に
努
め

て
い
き
た
い
。

議
員
　
御
笠
地
区
中
山
間

地
域
で
は
、
平
成
31
年
３

月
に
路
線
バ
ス
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
筑
紫

野
中
学
校
へ
の
バ
ス
通
学

が
出
来
な
く
な
っ
た
。

　
現
在
は
通
学
対
象
者
が

い
な
い
が
、
令
和
５
年
度

か
ら
は
、
現
在
の
小
学
５

年
生
が
対
象
と
な
る
た
め
、

現
在
運
行
さ
れ
て
い
る
御

笠
自
治
会
バ
ス
を
中
学
生

が
通
学
用
に
利
用
可
能
に

で
き
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
御
笠
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ご
意
見
を

伺
い
必
要
に
応
じ
、
検
討

を
進
め
た
い
。

議
員
　
平
成
30
年
当
時
は

西
鉄
の
路
線
バ
ス
の
み
が

市
内
の
主
要
な
交
通
網
で

あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
御
笠

自
治
会
バ
ス
、
カ
ミ
ー
リ

ヤ
バ
ス
も
市
内
の
重
要
な

交
通
網
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
結
び

つ
け
る
交
通
結
節
バ
ス
停

（
吉
木
入
口
・
針
摺
東
）

は
、
新
た
な
交
通
施
策
を

推
進
す
る
上
で
必
要
な
バ

ス
停
で
あ
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
バ
ス
停
の
環
境
整
備

を
進
め
る
べ
き
で
は
。

企
画
政
策
部
長
　
国
が
定

め
る
占
用
許
可
基
準
に
よ

り
、
現
時
点
で
直
ち
に
整

備
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

市
内
に
本
社
を
有
す

る
企
業
の
指
名
を

議
員
　
小
中
学
校
ト
イ
レ

改
修
工
事
以
外
の
令
和
２

年
度
に
発
注
さ
れ
た
建
築

工
事
は
11
件
。
指
名
対
象

は
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
指

名
さ
れ
た
14
業
者
が
対
象

と
な
り
、
ト
イ
レ
改
修
工

事
に
指
名
に
な
ら
な
か
っ

た
、
市
内
に
本
社
を
有
す

る
５
社
が
一
度
も
指
名
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
の

案
件
に
は
５
０
０
万
円
以

下
の
比
較
的
安
価
な
工
事

も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の

工
事
案
件
に
も
、
こ
れ
ら

５
社
を
指
名
か
ら
は
ず
さ

れ
た
理
由
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
業
者
選
定
に

あ
た
っ
て
は
要
網
の
規
定

に
基
づ
き
、
工
事
の
案
件

ご
と
に
、
総
合
的
に
考
慮

し
、
指
名
選
定
委
員
会
で

選
定
を
行
っ
た
結
果
で
あ

る
。

中
学
生
通
学
バ
ス
の
復
活
を

検
討
を
進
め
る

交
通
空
白
・
不
便
地
域
の
解
消
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
性
を
踏
ま
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

提
案
を
行
う

山本 加奈子
（公明党）

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員
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坂口 勝彦
（公明党）

前田 倫宏
（－）

段下 季一郎
（市民会議）

市
民
の
防
災
意
識
向
上
へ
の
施
策
は

様
々
な
啓
発
に
加
え

　
　
地
域
の
防
災
士
と
も
連
携
を
図
る

議
員
　
国
内
に
お
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
の
新
規
陽
性
者
数

が
減
少
し
て
い
る
が
第
５

波
で
は
10
代
か
ら
30
代
と

い
う
若
い
世
代
で
の
感
染

者
が
増
え
、
40
代
、
50
代

の
働
き
盛
り
の
世
代
で
も

重
症
化
し
た
。
ま
た
、
感

染
症
に
悩
ん
で
い
る
人
た

ち
が
「
後
遺
症
外
来
」
を

訪
れ
、
医
療
機
関
に
よ
っ

て
は
患
者
数
が
増
え
て
い

る
。
こ
の
５
波
で
は
多
く

の
人
が
感
染
し
、
重
症
者

も
増
え
た
た
め
今
後
、
後

遺
症
患
者
が
増
え
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
発

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
含
め
て

不
明
点
が
多
い
一
方
で
国

内
外
の
調
査
結
果
か
ら
少

し
ず
つ
実
態
の
把
握
が
進

ん
で
き
て
い
る
。
感
染
し

て
病
気
が
進
行
す
る
と
、

肺
以
外
に
も
体
の
あ
ら
ゆ

る
部
分
で
症
状
が
お
こ
り
、

感
染
・
診
断
し
て
か
ら
１

カ
月
以
上
た
ち
、
倦
怠
感

や
息
苦
し
さ
、
味
覚
障
害
、

脱
毛
、
集
中
力
の
低
下
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
中
に

は
１
年
以
上
続
く
例
も
あ

り
症
状
に
苦
し
む
人
へ
の

対
応
は
急
務
だ
と
考
え
る
。

厚
生
労
働
省
の
研
究
班
は

後
遺
症
に
関
す
る
診
療
の

手
引
き
作
成
を
検
討
し
て

お
り
、
福
岡
県
医
師
会
も

専
門
の
相
談
窓
口
を
早
急

に
設
置
す
る
方
針
を
示
し

て
い
る
。
公
的
支
援
の
周

知
の
徹
底
と
一
覧
表
を
作

成
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
感
染
し

た
人
へ
は
、
市
広
報
紙
、

Ｈ
Ｐ
等
で
食
料
・
生
活
物

資
支
援
な
ど
周
知
を
行
っ

て
い
る
。
相
談
窓
口
等
は

今
後
の
国
、
県
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

議
員
　
災
害
発
生
時
の
課

題
に
は
、
避
難
勧
告
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
避
難
せ
ず
、

被
災
す
る
者
が
多
数
発
生

し
て
い
る
。
避
難
指
示
へ

の
一
本
化
に
伴
う
情
報
提

供
と
そ
の
周
知
へ
の
取
組

み
は
。

総
務
部
長
　
周
知
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
広
報
紙
等
で
の

周
知
を
図
っ
て
い
る
。
避

難
情
報
に
つ
い
て
は
、
警

戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
行
動

を
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
な
の
で
、
引
き

続
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

の
周
知
に
加
え
、
出
前
講

座
等
を
通
じ
啓
発
に
努
め

て
い
く
。

議
員
　
高
齢
者
の
割
合
は

令
和
元
年
東
日
本
台
風
で

約
65
％
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
で
約
79
％
と
あ
る
。

努
力
義
務
と
な
っ
た
個
別

避
難
計
画
を
作
成
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

総
務
部
長
　
今
後
、
災
害

時
等
要
援
護
登
録
者
を
対

象
に
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

議
員
　
市
民
自
ら
が
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
等
に
関
心

を
持
ち
対
策
を
講
じ
る
た

め
の
啓
発
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

　総
務
部
長
　
本
年
作
成
し

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
記
載

を
追
加
し
、
啓
発
に
つ
と

め
て
い
る
。

議
員
　
市
民
の
防
災
意
識

を
高
め
る
た
め
、
年
々
増

え
て
い
る
地
域
の
防
災
士

の
活
用
が
必
要
と
考
え
る

が
。

総
務
部
長
　
防
災
士
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
防
災

意
識
の
向
上
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
対
応
は

今
後
の
国
、
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

議
員
　
２
０
２
０
年
人
口

動
態
統
計
で
、
婚
姻
数
は

戦
後
最
小
の
52
万
５
４
９

０
組
、
出
生
数
は
84
万
８

３
２
人
と
過
去
最
少
を
更

新
。
こ
れ
は
経
済
、
年
金

制
度
等
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
。
本
市
も
、
人
口

減
少
は
市
税
の
収
支
に
影

響
を
与
え
る
。
こ
の
問
題

を
ど
う
捉
え
、
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
１
．５
７
で
、
国
の
目

標
の
将
来
的
に
人
口
を
維

持
し
て
い
く
為
に
必
要
な

２
．０
７
に
届
い
て
い
な

い
。
国
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
考
慮
し
、
地
域
少
子

化
対
策
重
点
推
進
事
業
等

で
交
付
金
の
対
象
を
緩
和

し
て
い
る
。
こ
れ
を
活
用

し
、
支
援
策
を
講
じ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
将
来
に

広
く
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
為
、
国
の
「
少
子
化
社

会
対
策
大
綱
」
に
沿
っ
て

様
々
な
施
策
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
地
域
少
子
化
対
策
重

点
推
進
交
付
金
は
活
用
し

て
い
な
い
が
、
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
核
と
し
、
妊
娠
期
か
ら

切
れ
目
の
な
い
支
援
に
努

め
て
い
る
。

議
員
　
子
育
て
を
応
援
す

る
気
運
を
醸
成
す
る
為
に

も
、
こ
れ
を
活
用
す
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
再
度

見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
先
行
自

治
体
の
事
業
評
価
を
参
考

に
し
、
次
期
計
画
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
。

警
固
断
層
帯
に
起
因

す
る
地
震
の
対
策
は

議
員
　
福
岡
県
地
震
に
関

す
る
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト

調
査
報
告
書
で
、
本
市
の

被
害
は
、
建
物
の
全
壊
又

は
大
破
が
１
５
０
３
棟
、

死
者
１
０
５
人
、
避
難
者

３
８
９
７
人
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
被
害
に
対

し
て
、
分
析
と
対
策
は
。

災
害
時
、
市
民
に
防
災
情

報
等
を
迅
速
・
正
確
に
伝

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

特
に
情
報
弱
者
に
は
、
防

災
行
政
無
線
か
つ
戸
別
受

信
機
の
整
備
が
有
効
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

総
務
部
長
　
地
域
防
災
計

画
、
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
で
、
災
害
本
部
体
制

や
避
難
所
の
運
営
、
食
料

品
の
備
蓄
等
の
対
策
を
講

じ
て
い
る
。
防
災
行
政
無

線
は
、
施
設
整
備
等
に
多

額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
現

時
点
で
は
検
討
し
て
い
な

い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
少
子
化
対
策
を

幅
広
い
世
代
が
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に

希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る

議
員
　
保
護
者
か
ら
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
す
べ

き
と
の
声
。
文
科
省
の
資

料
に
は
「
支
援
員
は
不
可

欠
な
存
在
」
と
あ
る
。
市

内
で
は
支
援
員
が
い
な
い

た
め
、
教
員
の
負
担
増
。

春
日
市
は
、
支
援
員
３
名
。

先
生
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
授

業
研
修
、
生
徒
に
も
使
い

方
な
ど
指
導
。
大
野
城
市

は
、
１
校
に
月
２
回
支
援

員
を
派
遣
。
教
職
員
か
ら

相
談
を
受
け
、
授
業
の
や

り
方
を
提
案
。
現
在
持
ち

帰
り
授
業
は
行
っ
て
な
い

が
、
休
校
時
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
、
録
画
を
活
用
し

た
授
業
も
。
太
宰
府
市
は

11
校
全
て
に
１
校
１
名
支

援
員
が
毎
日
来
る
。
早
期

に
配
置
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
支
援
員
は
、

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
教

育
委
員
会
の
職
員
で
支
援

し
て
い
る
が
、
今
後
も
他

市
の
状
況
を
調
査
し
、
本

市
の
状
況
に
応
じ
た
方
法

を
工
夫
し
て
い
く
。

議
員
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業

で
の
教
材
で
、
適
応
型
学

習
を
実
践
で
き
る
Ａ
Ｉ
ド

リ
ル
が
あ
る
。
個
人
の
学

習
履
歴
を
蓄
積
、
理
解
度

や
学
習
ペ
ー
ス
に
応
じ
て

知
識
の
定
着
、
授
業
時
間

に
考
え
を
ま
と
め
共
有
で

き
る
。
適
応
型
学
習
を
導

入
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
文
部
科
学
省

も
推
進
し
て
い
る
の
で
、

今
後
の
研
究
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。

議
員
　
不
登
校
児
童
を
含

め
た
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
の
体
制
整
備
を
充

実
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
引
き
続
き
進

め
る
が
、
不
登
校
の
児
童

生
徒
へ
の
対
応
は
、
個
別

の
事
情
に
即
し
た
協
議
を

行
い
、
実
施
で
き
る
体
制

が
整
い
次
第
、
対
応
を
行

う
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
を

議
員
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

は
、
家
族
の
介
護
を
担
う

18
歳
未
満
の
子
ど
も
。
市

内
に
は
現
在
約
10
名
の
ケ

ア
ラ
ー
が
お
り
、
既
存
の

介
護
保
険
や
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
状
況

は
改
善
し
た
か
。
群
馬
県

高
崎
市
の
ケ
ア
ラ
ー
を
支

援
す
る
た
め
家
事
や
介
護

を
担
う
ヘ
ル
パ
ー
を
無
料

派
遣
す
る
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｓ
制
度
」
事
業

を
行
う
べ
き
で
、
ケ
ア
ラ

ー
支
援
条
例
を
制
定
す
べ

き
で
は
。

　
　
総
務
部
長
　
筑
紫
野

市
子
ど
も
条
例
が
あ
り
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
も
本
条

例
に
含
ま
れ
、
今
後
も
趣

旨
を
踏
ま
え
て
事
業
の
拡

充
を
図
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
早
期
配
置
を

本
市
の
状
況
に
応
じ
た
方
法
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
夫
し
て
い
く

クリック！
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坂口 勝彦
（公明党）

前田 倫宏
（－）

段下 季一郎
（市民会議）

市
民
の
防
災
意
識
向
上
へ
の
施
策
は

様
々
な
啓
発
に
加
え

　
　
地
域
の
防
災
士
と
も
連
携
を
図
る

議
員
　
国
内
に
お
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
の
新
規
陽
性
者
数

が
減
少
し
て
い
る
が
第
５

波
で
は
10
代
か
ら
30
代
と

い
う
若
い
世
代
で
の
感
染

者
が
増
え
、
40
代
、
50
代

の
働
き
盛
り
の
世
代
で
も

重
症
化
し
た
。
ま
た
、
感

染
症
に
悩
ん
で
い
る
人
た

ち
が
「
後
遺
症
外
来
」
を

訪
れ
、
医
療
機
関
に
よ
っ

て
は
患
者
数
が
増
え
て
い

る
。
こ
の
５
波
で
は
多
く

の
人
が
感
染
し
、
重
症
者

も
増
え
た
た
め
今
後
、
後

遺
症
患
者
が
増
え
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
発

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
含
め
て

不
明
点
が
多
い
一
方
で
国

内
外
の
調
査
結
果
か
ら
少

し
ず
つ
実
態
の
把
握
が
進

ん
で
き
て
い
る
。
感
染
し

て
病
気
が
進
行
す
る
と
、

肺
以
外
に
も
体
の
あ
ら
ゆ

る
部
分
で
症
状
が
お
こ
り
、

感
染
・
診
断
し
て
か
ら
１

カ
月
以
上
た
ち
、
倦
怠
感

や
息
苦
し
さ
、
味
覚
障
害
、

脱
毛
、
集
中
力
の
低
下
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
中
に

は
１
年
以
上
続
く
例
も
あ

り
症
状
に
苦
し
む
人
へ
の

対
応
は
急
務
だ
と
考
え
る
。

厚
生
労
働
省
の
研
究
班
は

後
遺
症
に
関
す
る
診
療
の

手
引
き
作
成
を
検
討
し
て

お
り
、
福
岡
県
医
師
会
も

専
門
の
相
談
窓
口
を
早
急

に
設
置
す
る
方
針
を
示
し

て
い
る
。
公
的
支
援
の
周

知
の
徹
底
と
一
覧
表
を
作

成
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
感
染
し

た
人
へ
は
、
市
広
報
紙
、

Ｈ
Ｐ
等
で
食
料
・
生
活
物

資
支
援
な
ど
周
知
を
行
っ

て
い
る
。
相
談
窓
口
等
は

今
後
の
国
、
県
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

議
員
　
災
害
発
生
時
の
課

題
に
は
、
避
難
勧
告
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
避
難
せ
ず
、

被
災
す
る
者
が
多
数
発
生

し
て
い
る
。
避
難
指
示
へ

の
一
本
化
に
伴
う
情
報
提

供
と
そ
の
周
知
へ
の
取
組

み
は
。

総
務
部
長
　
周
知
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
広
報
紙
等
で
の

周
知
を
図
っ
て
い
る
。
避

難
情
報
に
つ
い
て
は
、
警

戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
行
動

を
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
な
の
で
、
引
き

続
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

の
周
知
に
加
え
、
出
前
講

座
等
を
通
じ
啓
発
に
努
め

て
い
く
。

議
員
　
高
齢
者
の
割
合
は

令
和
元
年
東
日
本
台
風
で

約
65
％
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
で
約
79
％
と
あ
る
。

努
力
義
務
と
な
っ
た
個
別

避
難
計
画
を
作
成
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

総
務
部
長
　
今
後
、
災
害

時
等
要
援
護
登
録
者
を
対

象
に
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

議
員
　
市
民
自
ら
が
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
等
に
関
心

を
持
ち
対
策
を
講
じ
る
た

め
の
啓
発
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

　総
務
部
長
　
本
年
作
成
し

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
記
載

を
追
加
し
、
啓
発
に
つ
と

め
て
い
る
。

議
員
　
市
民
の
防
災
意
識

を
高
め
る
た
め
、
年
々
増

え
て
い
る
地
域
の
防
災
士

の
活
用
が
必
要
と
考
え
る

が
。

総
務
部
長
　
防
災
士
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
防
災

意
識
の
向
上
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
対
応
は

今
後
の
国
、
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

議
員
　
２
０
２
０
年
人
口

動
態
統
計
で
、
婚
姻
数
は

戦
後
最
小
の
52
万
５
４
９

０
組
、
出
生
数
は
84
万
８

３
２
人
と
過
去
最
少
を
更

新
。
こ
れ
は
経
済
、
年
金

制
度
等
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
。
本
市
も
、
人
口

減
少
は
市
税
の
収
支
に
影

響
を
与
え
る
。
こ
の
問
題

を
ど
う
捉
え
、
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
１
．５
７
で
、
国
の
目

標
の
将
来
的
に
人
口
を
維

持
し
て
い
く
為
に
必
要
な

２
．０
７
に
届
い
て
い
な

い
。
国
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
考
慮
し
、
地
域
少
子

化
対
策
重
点
推
進
事
業
等

で
交
付
金
の
対
象
を
緩
和

し
て
い
る
。
こ
れ
を
活
用

し
、
支
援
策
を
講
じ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
将
来
に

広
く
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
為
、
国
の
「
少
子
化
社

会
対
策
大
綱
」
に
沿
っ
て

様
々
な
施
策
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
地
域
少
子
化
対
策
重

点
推
進
交
付
金
は
活
用
し

て
い
な
い
が
、
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
核
と
し
、
妊
娠
期
か
ら

切
れ
目
の
な
い
支
援
に
努

め
て
い
る
。

議
員
　
子
育
て
を
応
援
す

る
気
運
を
醸
成
す
る
為
に

も
、
こ
れ
を
活
用
す
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
再
度

見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
先
行
自

治
体
の
事
業
評
価
を
参
考

に
し
、
次
期
計
画
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
。

警
固
断
層
帯
に
起
因

す
る
地
震
の
対
策
は

議
員
　
福
岡
県
地
震
に
関

す
る
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト

調
査
報
告
書
で
、
本
市
の

被
害
は
、
建
物
の
全
壊
又

は
大
破
が
１
５
０
３
棟
、

死
者
１
０
５
人
、
避
難
者

３
８
９
７
人
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
被
害
に
対

し
て
、
分
析
と
対
策
は
。

災
害
時
、
市
民
に
防
災
情

報
等
を
迅
速
・
正
確
に
伝

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

特
に
情
報
弱
者
に
は
、
防

災
行
政
無
線
か
つ
戸
別
受

信
機
の
整
備
が
有
効
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

総
務
部
長
　
地
域
防
災
計

画
、
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
で
、
災
害
本
部
体
制

や
避
難
所
の
運
営
、
食
料

品
の
備
蓄
等
の
対
策
を
講

じ
て
い
る
。
防
災
行
政
無

線
は
、
施
設
整
備
等
に
多

額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
現

時
点
で
は
検
討
し
て
い
な

い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
少
子
化
対
策
を

幅
広
い
世
代
が
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に

希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る

議
員
　
保
護
者
か
ら
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
す
べ

き
と
の
声
。
文
科
省
の
資

料
に
は
「
支
援
員
は
不
可

欠
な
存
在
」
と
あ
る
。
市

内
で
は
支
援
員
が
い
な
い

た
め
、
教
員
の
負
担
増
。

春
日
市
は
、
支
援
員
３
名
。

先
生
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
授

業
研
修
、
生
徒
に
も
使
い

方
な
ど
指
導
。
大
野
城
市

は
、
１
校
に
月
２
回
支
援

員
を
派
遣
。
教
職
員
か
ら

相
談
を
受
け
、
授
業
の
や

り
方
を
提
案
。
現
在
持
ち

帰
り
授
業
は
行
っ
て
な
い

が
、
休
校
時
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
、
録
画
を
活
用
し

た
授
業
も
。
太
宰
府
市
は

11
校
全
て
に
１
校
１
名
支

援
員
が
毎
日
来
る
。
早
期

に
配
置
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
支
援
員
は
、

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
教

育
委
員
会
の
職
員
で
支
援

し
て
い
る
が
、
今
後
も
他

市
の
状
況
を
調
査
し
、
本

市
の
状
況
に
応
じ
た
方
法

を
工
夫
し
て
い
く
。

議
員
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業

で
の
教
材
で
、
適
応
型
学

習
を
実
践
で
き
る
Ａ
Ｉ
ド

リ
ル
が
あ
る
。
個
人
の
学

習
履
歴
を
蓄
積
、
理
解
度

や
学
習
ペ
ー
ス
に
応
じ
て

知
識
の
定
着
、
授
業
時
間

に
考
え
を
ま
と
め
共
有
で

き
る
。
適
応
型
学
習
を
導

入
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
文
部
科
学
省

も
推
進
し
て
い
る
の
で
、

今
後
の
研
究
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。

議
員
　
不
登
校
児
童
を
含

め
た
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
の
体
制
整
備
を
充

実
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
引
き
続
き
進

め
る
が
、
不
登
校
の
児
童

生
徒
へ
の
対
応
は
、
個
別

の
事
情
に
即
し
た
協
議
を

行
い
、
実
施
で
き
る
体
制

が
整
い
次
第
、
対
応
を
行

う
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
を

議
員
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

は
、
家
族
の
介
護
を
担
う

18
歳
未
満
の
子
ど
も
。
市

内
に
は
現
在
約
10
名
の
ケ

ア
ラ
ー
が
お
り
、
既
存
の

介
護
保
険
や
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
状
況

は
改
善
し
た
か
。
群
馬
県

高
崎
市
の
ケ
ア
ラ
ー
を
支

援
す
る
た
め
家
事
や
介
護

を
担
う
ヘ
ル
パ
ー
を
無
料

派
遣
す
る
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｓ
制
度
」
事
業

を
行
う
べ
き
で
、
ケ
ア
ラ

ー
支
援
条
例
を
制
定
す
べ

き
で
は
。

　
　
総
務
部
長
　
筑
紫
野

市
子
ど
も
条
例
が
あ
り
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
も
本
条

例
に
含
ま
れ
、
今
後
も
趣

旨
を
踏
ま
え
て
事
業
の
拡

充
を
図
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
早
期
配
置
を

本
市
の
状
況
に
応
じ
た
方
法
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
夫
し
て
い
く

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。 筑紫野市議会

宮﨑 吉弘
（公明党）

会議録の検索はこちらから
（12月定例会の一般質問は、２月下旬以降に検索できます）

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

総
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長
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康
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部
長

総
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部
長

総
務
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長
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長
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務
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長
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康
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部
長
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長

健
康
福
祉
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長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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員
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員

議
員

議
員
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議
員
　接
種
証
明
書
は
各

自
治
体
で
発
行
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
市
の

取
組
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
海
外
渡

航
の
予
定
者
を
対
象
に
、

本
庁
と
カ
ミ
ー
リ
ヤ
で
発

行
し
て
い
る
。

議
員
　民
間
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
に
接
種
証
明
書

は
活
用
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
国
は
接

種
証
明
書
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
お
り
、
国
の
動

向
を
注
視
し
適
切
に
対
応

し
て
い
く
。

学
校
部
活
動
の
外
部

指
導
員
の
導
入
を

議
員
　中
学
校
の
部
活
動

は
、
顧
問
の
先
生
に
頼
り

負
担
の
大
き
さ
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
。
国
や
県
は

外
部
指
導
員
へ
の
移
行
を

促
し
て
い
る
が
、
市
の
具

体
的
な
取
組
は
。

教
育
部
長
　
教
員
に
よ
る

全
員
顧
問
制
で
競
技
経
験

の
あ
る
教
員
が
原
則
、
顧

問
を
し
て
い
る
が
、
各
学

校
の
実
情
に
よ
り
適
宜
外

部
指
導
者
を
活
用
し
て
い

る
。

外
国
人
の

住
民
投
票
権
は

議
員
　武
蔵
野
市
の
住
民

投
票
条
例
を
ど
の
様
に
受

け
止
め
て
い
る
か
。
　
　

　市
内
に
在
住
す
る
外
国

人
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

総
務
部
長
　
外
国
人
の
住

民
投
票
権
は
慎
重
に
判
断

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
11
月
30
日
現
在
市
内
に

在
住
す
る
外
国
人
は
６
７

５
人
で
あ
る
。

成
長
と
分
配
は

議
員
　「
成
長
と
分
配
」

を
柱
の
一
つ
に
据
え
た
政

策
を
今
後
展
開
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
政

策
を
市
と
し
て
ど
の
様
に

受
け
止
め
て
い
る
か
。

企
画
政
策
部
長
　
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け

た
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え

地
場
経
済
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
も
の
と
し
て
期
待

し
て
い
る
。

議
員
　市
で
暮
ら
す
市
民

や
地
場
企
業
の
た
め
、
今

後
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長
　
「
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
」
に
よ
る
感
染
が
再
拡

大
し
て
お
り
、
以
前
の
よ

う
な
社
会
経
済
活
動
を
取

り
戻
す
に
は
し
ば
ら
く
時

間
が
必
要
に
な
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
」
や
「
感
染
症
対

策
支
援
事
業
」
等
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
今
後
国
か

ら
の
交
付
が
見
込
ま
れ
る

臨
時
交
付
金
を
有
効
に
活

用
し
、
更
な
る
支
援
策
を

講
じ
る
。
引
き
続
き
市
民

の
暮
ら
し
と
地
場
企
業
の

活
性
化
に
寄
与
し
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
を

　
　
　
　
　
　
　活
用
で
き
な
い
か

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し

　
　
　
　
　
　 

適
切
に
対
応
し
て
い
く

一般質問の充実は

一般質問だけで、総合計画や議員の公約
などを進めることはできるのか。

一般質問以外にも、常任委員会や予算決算特
別委員会で審議しています。

質疑は、市民がイメージするような事前の
根回しなしで行われているのか。

議員と執行部とで論点の整理をするため、打
ち合わせをしています。

同じ内容の提言、質問であれば当然行政
からの回答には進捗がなければおかしい
のでは。また、議会は行政のチェック機能
を果たしているのか。
一般質問だけでなく、委員会で議論を活発にし
ています。市民の皆様に見えるように、議会だ
よりでお知らせすることを考えています。

質問を出さない議員がいるのはなぜか。

一般質問は議員の権利であり、行使するかどう
かは個人の考えです。

高齢者の緊急通報システム事業は

緊急ベルの貸し出し、配布はどのようにな
っているのか。

1人暮らしの高齢者や障がい者を対象に、24
時間体制で、電話で対応するものです。申請
は、高齢者支援課及び市内４箇所の地域包括
支援センターで受け付けています。貸し出しの
料金は、所得に応じて月額0円～1,210円まで
あります。

コロナ禍における貧困対策は

女子生徒への生理用品配布を。

現在、学校ではお困りの児童生徒に対し、保健
室で配布しています。

他市では生理用品は公共施設でも配布されて
いる。貧困への支援として、実現してほしい。

他市の先進事例を参考にしながら、実現できる
よう取り組んでいきます。

第１１回

プログラム
① 議会だよりを使用した議会報告
　 ・令和２年度決算の報告
② 意見交換
　 ・みなさんのご意見を伺う

開催日

１２月１８日（土）

時　間
【１部】１１時～１２時
【２部】１４時～１５時

合計参加者数

13人

議会が
聴く

山家宿郡屋土蔵…６ページ解説

山家宿場郡屋土蔵（市有形文化財）[山家]

　郡屋とは、江戸時代に置かれた郡内の村役人の会議所です。また、郡屋には、参勤

交代などで大名が通行するときに必要な道具類が納められていました。郡屋に備え付

けられていた道具類には、膳椀類・たばこ盆・蚊帳・わらじなどがありました。天保

６年（１８３５）９月、福岡藩主が山家宿に宿泊したとき、５日間で延べ５３人の農

民が郡屋に詰め、諸品の出し入れに従事した記録があります。

　山家宿に郡屋が置かれたのは、同宿が創設された慶長１６年（１６１１）ごろであ

ると考えられます。郡屋は筑前六宿をはじめ主要な宿場に置かれていましたが、今日

まで土蔵が残っているのは山家宿だけです。この土蔵は、間口１３.７メートル、奥行

５.１メートル、壁の厚さは約５０センチメートルで、柱を1本も使わずに、全体が赤土

にニガリを混ぜた土壁で築かれていることが特徴です。

けいちょう

むしゅく

てんぽうか    や

教
育
部
長

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

市
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

皆さんからのご質問と回答の一部を
ご紹介いたします。

※他のご意見や質疑応答は、筑紫野市議会のホームページに
　掲載します。

オンライン議会報告会レポート初
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議
員
　接
種
証
明
書
は
各

自
治
体
で
発
行
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
市
の

取
組
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
海
外
渡

航
の
予
定
者
を
対
象
に
、

本
庁
と
カ
ミ
ー
リ
ヤ
で
発

行
し
て
い
る
。

議
員
　民
間
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
に
接
種
証
明
書

は
活
用
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
国
は
接

種
証
明
書
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
お
り
、
国
の
動

向
を
注
視
し
適
切
に
対
応

し
て
い
く
。

学
校
部
活
動
の
外
部

指
導
員
の
導
入
を

議
員
　中
学
校
の
部
活
動

は
、
顧
問
の
先
生
に
頼
り

負
担
の
大
き
さ
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
。
国
や
県
は

外
部
指
導
員
へ
の
移
行
を

促
し
て
い
る
が
、
市
の
具

体
的
な
取
組
は
。

教
育
部
長
　
教
員
に
よ
る

全
員
顧
問
制
で
競
技
経
験

の
あ
る
教
員
が
原
則
、
顧

問
を
し
て
い
る
が
、
各
学

校
の
実
情
に
よ
り
適
宜
外

部
指
導
者
を
活
用
し
て
い

る
。

外
国
人
の

住
民
投
票
権
は

議
員
　武
蔵
野
市
の
住
民

投
票
条
例
を
ど
の
様
に
受

け
止
め
て
い
る
か
。
　
　

　市
内
に
在
住
す
る
外
国

人
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

総
務
部
長
　
外
国
人
の
住

民
投
票
権
は
慎
重
に
判
断

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
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11
月
30
日
現
在
市
内
に

在
住
す
る
外
国
人
は
６
７

５
人
で
あ
る
。

成
長
と
分
配
は

議
員
　「
成
長
と
分
配
」

を
柱
の
一
つ
に
据
え
た
政

策
を
今
後
展
開
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
政

策
を
市
と
し
て
ど
の
様
に

受
け
止
め
て
い
る
か
。

企
画
政
策
部
長
　
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
大
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な
影
響
を
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け

た
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え

地
場
経
済
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
も
の
と
し
て
期
待

し
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い
る
。

議
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で
暮
ら
す
市
民

や
地
場
企
業
の
た
め
、
今

後
ど
の
よ
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な
ま
ち
づ
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を
進
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く
の
か
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市
長
　
「
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」
に
よ
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感
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が
再
拡

大
し
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お
り
、
以
前
の
よ

う
な
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経
済
活
動
を
取

り
戻
す
に
は
し
ば
ら
く
時

間
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必
要
に
な
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

「
子
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て
世
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時
特
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給
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や
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感
染
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対
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支
援
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等
、
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取
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組
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に
、
今
後
国
か

ら
の
交
付
が
見
込
ま
れ
る

臨
時
交
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金
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に
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、
更
な
る
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市
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の
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に
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。
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か
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く
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質疑は、市民がイメージするような事前の
根回しなしで行われているのか。

議員と執行部とで論点の整理をするため、打
ち合わせをしています。

同じ内容の提言、質問であれば当然行政
からの回答には進捗がなければおかしい
のでは。また、議会は行政のチェック機能
を果たしているのか。
一般質問だけでなく、委員会で議論を活発にし
ています。市民の皆様に見えるように、議会だ
よりでお知らせすることを考えています。

質問を出さない議員がいるのはなぜか。

一般質問は議員の権利であり、行使するかどう
かは個人の考えです。
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緊急ベルの貸し出し、配布はどのようにな
っているのか。
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料金は、所得に応じて月額0円～1,210円まで
あります。

コロナ禍における貧困対策は

女子生徒への生理用品配布を。

現在、学校ではお困りの児童生徒に対し、保健
室で配布しています。

他市では生理用品は公共施設でも配布されて
いる。貧困への支援として、実現してほしい。

他市の先進事例を参考にしながら、実現できる
よう取り組んでいきます。
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① 議会だよりを使用した議会報告
　 ・令和２年度決算の報告
② 意見交換
　 ・みなさんのご意見を伺う

開催日

１２月１８日（土）

時　間
【１部】１１時～１２時
【２部】１４時～１５時

合計参加者数

13人

議会が
聴く

山家宿郡屋土蔵…６ページ解説

山家宿場郡屋土蔵（市有形文化財）[山家]

　郡屋とは、江戸時代に置かれた郡内の村役人の会議所です。また、郡屋には、参勤

交代などで大名が通行するときに必要な道具類が納められていました。郡屋に備え付

けられていた道具類には、膳椀類・たばこ盆・蚊帳・わらじなどがありました。天保

６年（１８３５）９月、福岡藩主が山家宿に宿泊したとき、５日間で延べ５３人の農

民が郡屋に詰め、諸品の出し入れに従事した記録があります。

　山家宿に郡屋が置かれたのは、同宿が創設された慶長１６年（１６１１）ごろであ

ると考えられます。郡屋は筑前六宿をはじめ主要な宿場に置かれていましたが、今日

まで土蔵が残っているのは山家宿だけです。この土蔵は、間口１３.７メートル、奥行

５.１メートル、壁の厚さは約５０センチメートルで、柱を1本も使わずに、全体が赤土

にニガリを混ぜた土壁で築かれていることが特徴です。
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皆さんからのご質問と回答の一部を
ご紹介いたします。

※他のご意見や質疑応答は、筑紫野市議会のホームページに
　掲載します。

オンライン議会報告会レポート初
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　はじめてのオンライン議会報告会おわりました。コロナ
禍で議会報告会を3回中止することになり、ご意見・ご提案
を戴く機会がなくなりました。何とかオンラインで開催でき
るようにと努めてきました。今回はお知らせが不十分でし
たが初めての私達にはちょうど良い規模だったかな…と。
今号でその様子をお伝えしていますが、次回はさらに多く
の方々と意見交換できるようになればと思っています。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（辻本）

編集後記

●12月定例会委員会報告・・・2 ●一般質問・・・・・・6

目次

オンライン議会報告会　アンケートから…

その他にこのような御意見もありました！

★今後も議会への関心を高めるために、

オンライン開催を増やして。

★各担当議員の説明は「議会だより」に

プラスまた補足するのみで十分と思う。

参加する人は「議会だより」を見ている

ので。

★質問だけでなく、前向きの意見（議会

のあり方、やり方…）等、積極的に集

めたらいいと思う。

【小中学校のタブレット授業について】
Ｑ　タブレット導入後の実施計画の進捗はどのようになっているのか。

Ａ　基本計画等の策定の準備を検討していると報告を受けています。

参加していただいた皆様ありがとうございました。

【災害時等要援護者支援事業について】
Ｑ　災害時等要援護者名簿に登録があった時から、要支援者について、見直しは
　　あっているのか。要支援者制度自体を見直すべきでは。

Ａ　コミュニティや自主防災組織との提携を進めていますが、課題として支援者
探しが難航しています。出前講座を進めると市から報告を受けています。
見直しは、所管に伝えて委員会で取り組んでいきます。

　　　　今後、会場開催と合わせて、リ
モート開催も行ったらいいのではないで
しょうか。

　　　　議員の方々に日ごろ思っている
ことを直接お伝え出来てよかったです。
こういう機会をもっと増やして頂けます
といいなと思います。

議員

議員


